
訪問看護における医療情報連携について 

当ステーションでは、利用者様が住み慣れた地域で安心して療養生活を続けられるよ

う、医療機関、薬局、介護サービス事業所、居宅介護支援事業所、相談支援事業所等

と連携しながら訪問看護を行っています。 

このたび、関係機関との情報共有をより円滑に行うため、ICTを活用した医療情報連

携体制を整備し、「訪問看護医療情報連携加算」の届出を行いました。 

情報共有は、利用者様の同意に基づき、支援に必要な関係者の範囲で行います。共有

された情報は、利用者様の状態把握、緊急時の対応、支援方針の確認、多職種連携の

充実等に活用し、より安全で質の高い訪問看護の提供につなげてまいります。 

 

使用する主な ICTサービス 

・メディカルケアステーション（MCS） 

 

情報共有の実績がある主な連携機関 

・さくらそう診療所 

・医療法人明医研デュエット内科クリニック 

・医療法人社団慧晴会常葉ホームクリニック 

・セントラル薬局 

・訪問看護リハビリステーションゆめみらい 

・他、約 35 の医療・介護・薬局の各機関 

 

今後も、個人情報の保護に十分留意しながら、地域の関係機関と連携し、利用者様・

ご家族様に安心していただける支援体制づくりに努めてまいります。 

 


